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はじめに 

 
 
日本経済は、下降局面に入っています。とくに勤労者の意識・実感においては、急速に坂

を転がり落ちているといえましょう。 
2002 年以降の「景気回復期」において、企業は高い収益を実現しましたが、賃金の上昇

は置き去りにされました。勤労者の生活は向上することなく、雇用の不安定な非正規労働

者の割合は増加しました。ですから、今回の景気後退がこれから勤労者に及ぼす影響は、

とりわけ深刻なものとなるおそれがあります。 
 
連合総研では、働く者の目線でみた景気や雇用の動向などを探るため、2001 年４月以来、

「勤労者の仕事と暮らしについてのアンケート」（略称：勤労者短観）を年２回実施してき

ました。今回（第 16 回）の調査では、我が国経済の安心が大きく揺れ動く中、調査開始時

の原点に立ち返り、経済や雇用の現状を、勤労者の意識の面から探ることに力点を置きま

した。 
 
その結果、勤労者の景況感は急速に悪化しており、景気が「悪くなった」「悪くなる」と

する者の割合は、調査開始以来最大であることがわかりました。また、今後失業する不安

を感じている者の割合も急激に上昇しており、非正社員を中心に雇用不安が広がっていま

す。 
 
働く環境をみても、改善の様相はみられません。およそ 10 人に１人が、週あたり 60 時

間以上働いています。不払い残業があるとする者の割合も４割程度にのぼっています。ま

た、特に労働時間の長い者などでは、仕事や職場でのストレスが増大しています。さらに、

自らの身を守るために、知っておくことが不可欠な労働者としての権利について、低所得

層などセーフティネットが弱い層の認知は進んでいないことがうかがえます。 
 
今後しばらくの間、経済が停滞するおそれは強く、事態の打開のためには、関係機関が積

極的に手を打たなければなりません。本調査結果とその背後にある勤労者の声を読み取っ

ていただき、現状判断や政策決定を行うに当たって参考にしていただければ幸いです。 
 
最後になりますが、調査票の設計及び結果の分析に際して貴重なご助言をいただいた、東

京大学社会科学研究所の佐藤博樹教授と、労働政策研究・研修機構の今田幸子特任研究員、

また、議論に加わっていただいた連合本部のスタッフ、そして、調査の実施にご協力をい

ただいたインテージモニターの方々に、深く感謝申し上げます。 
 

2008 年 12 月 
（財）連合総合生活開発研究所 

所長 薦田 隆成 
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１ 景気・物価・仕事についての認識 

 

 

1-1 景気の現状・見通し（問 1、2） 

 ━景況感は急激に悪化 「悪くなった」「悪くなる」は過去最大━ 

 

勤労者短観では調査開始以来、現在の日本の景気が１年前と比べて良くなったと思うか

否か（＜現状判断＞）、日本の景気が１年後に、現在と比べて良くなると思うか否か（＜予測

＞）について、毎回たずねている。図表１、2 は、その結果を時系列で比較したものである1。

我が国経済は、2002 年以降回復局面に入ったとされているが、勤労者の意識の上では

2003年10月調査時に＜現状判断＞＜予測＞ともに好転し、2006年４月には、「良くなった」

が 49.0％（図表 1）、「良くなる」が 41.7％（図表 2）といずれもピークに達した後、景況感は悪

化の一途を辿っている。特に、物価の高騰が顕著となった 2008 年４月調査からは悪化の様

相が著しく、今回の調査では「悪くなった」が 80.8％（図表 1）、「悪くなる」が 55.8％（図表 2）

と、いずれも調査開始以来最大となっている。 

図表1　１年前と比べた現在の日本の景気
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（注）＜良くなった＞＝かなり良くなったと思う＋やや良くなったと思う、＜悪くなった＞＝かなり 
悪くなったと思う＋やや悪くなったと思う 

 
                                                  
1 ただし、比較が困難な第１回調査（2001 年４月）は除外している。 
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図表2　現在と比べた１年後の日本の景気予測
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（注）＜良くなる＞＝かなり良くなると思う＋やや良くなると思う、＜悪くなる＞＝かなり悪くなると
思う＋やや悪くなると思う 

 
 
1-2 個人の賃金収入の現状・見通し（問 9、10） 

 ━個人の賃金収入は減少の兆し━ 

 

自身の賃金収入が１年前と比べて増えたか否か（＜現状判断＞） 、今後１年間の自身の

賃金収入が現在と比べて増えると思うか否か（＜予測＞） について、上述の景況感と同様

に時系列で比較する（図表 3、4）。一般に、年功によって賃金が上昇する職場に勤務する人

であれば、「増えた」「増える」の割合は多くなるはずである。＜現状判断＞（図表 3）をみると、

「増えた」「減った」の割合に大きな変化はみられない。しかし、＜予測＞（図表 4）をみると、

今回調査では「減る」（23.8％）が「増える」（19.5％）を（2005 年 10 月調査以来）３年ぶりに上

回っており、今後における個人賃金収入の減少が懸念される。 
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図表3　１年前と比べた個人賃金収入
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図表4　現在と比べた今後１年間の個人賃金収入予測
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